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治学者の Gerald L. Curtis はアメリカにおける日本政治学研究を五つの世代に分類している
（ジェラルド・カーティス『政治と秋刀魚――日本と暮らして四五年』日経 BP社、2008 年、
51 ～ 58 頁）。また国際交流基金の調査によると、アメリカの博士候補者で Asian-E. Asian 
Studies をディシプリンとする者の割合は、1989 年の 1.3％から 1995 年には 12.9％、2005 年に
は 13.1％と顕著に増えている（The Japan Foundation. Japanese Studies in the United States and 






















































































































































































岩手・富山・愛媛・長崎・鹿児島では 2013 年 10 月から、山梨では同年 11 月から
放映されている。これらの場合、日本国内に居住する国民よりも、海外でインター
ネットを駆使しているアニメファンのほうが先に最新の作品を視聴していることに
なる。そうした現状があるからこそ、海外でテレビ放映もDVD発売もされていな
いはずの最新のアニメでも、海外ファンのあいだでも大きな話題になり得ている 9。
　いまや海外は「日本」以上に「日本」なのだ。このように、マンガ・アニメの読
書・視聴環境に限っていえば、「日本」の境界はすでに壊されている。
9　アニメ版『進撃の巨人』は、日本と韓国でほぼ同時に放映された。
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　ところが、日本政府と業界はマンガ・アニメの「海賊」的な流通を押さえ込むこ
とに熱心になっている1
10
。これはマンガ・アニメファンというグローバルなアクター
によって溶かされつつある国境を再び強固なものにし、供給側が意図した作品だけ
を輸出し、他国から確実に収益を回収することを目論む、日本の「文化帝国主義」
だと批判することもできる。また、いわゆる「海賊」行為は一部の国が政策として
行っているマンガ・アニメ輸入規制を、民衆の力で打ち破る営みにもなっている。
このようにマンガ・アニメを切り口にした研究は、さまざまなレベルで可能なのだ。
4.　おわりに
　マンガ・アニメ研究は、それらを日本の文化・社会潮流として総体的に論じるも
のと、個別の作品を論じるものがみられる。前者は現代哲学・思想に通じる論点を
出している一方で、後者は個別の作品論・作家論・表現論を精緻化する傾向を持っ
ている。日本国内においては評論的な研究が多いのに比して、英語圏ではカルチュ
ラル・スタディーズやフィルム・スタディーズに基礎を置いたよりアカデミックな
論調がみられ、両者のブリッジはまだ十分ではない。
　日文研の研究会では議論の出発点を個々の作品に置くことにした。個々の作品こ
そがマンガ・アニメ文化の基盤になるものだからだ。しかし作品論・作家論・表現
論には深入りせず、むしろ作品と現実の日本の社会・文化とを接続していくことで、
マンガ・アニメ作品への視点を拓くことを狙っている。それが第 2世代以前の日本
研究と第 3世代とのあいだをつなぐための、地道な作業になるだろうと考えている。
そして重要なことは、日本のマンガ・アニメを入り口として、学生を娯楽から思索
へと向かわせる術を持つことだろう。
10　1日本は海賊版の流通規制を目指した「偽造品の取引の防止に関する協定」（ACTA）の中心
的な推進国であったが、その秘密交渉の手法がEUなどで激しく非難され、同協定を批准し
たのは日本だけという結果になり、発効の目処はまったく立っていない。
